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国内ヒアリング調査、経営デザインシートの作成 

国内公開情報調査結果をふまえ、企業 10 社を選定し、経営デザインシートの

作成のためのヒアリング調査および、経営デザインシートの作成を実施する。

経営デザインシートの作成に関するノウハウ、作成により得られた効果等につ

いてまとめる 

背景 

日本が目指すべき社会像である「価値デザイン社会」の実現を目的とし、知

的財産戦略本部のもと、経営をデザインし、企業の価値創造メカニズムにお

いて知財が果たす役割を的確に評価するツールとして経営デザインシートが

提案された 

まとめ 

・ 経営デザインシートが、企業規模や産業分野問わず、経営をデザインし、

企業の価値創造メカニズムにおいて知財が果たす役割を的確に評価する

ツールとして、また、「経営デザイン」の必要性理解や意識付けを与える

ツールとして有効であることが確認された 

・ 経営デザインシートの活用促進においては、経営デザインシートの事例、

シート作成ポイントを盛り込んだ作成テキストに加え、専門家による支

援も有効であることが考察された 

国内公開情報調査 

我が国における知財を活用した事業構想を実施している企業 47 社を調査し、

取り組みや特徴を整理および分析し、ヒアリング候補を抽出する 

目的 

本調査の目的は、企業規模や産業分野ごとの経営デザインシートの在り方や、

その活用を促進するための基礎資料を作成することである 

経営デザインシート作成に関するテ

キストの作成 

経営デザインシートの作成の参考資

料となるテキストを作成 

調査報告会の実施 

経営デザインシートの活用促進と、

本調査で作成された経営デザインシ

ート事例の周知、テキスト案に対す

る意見収集を目的とし報告会を実施 
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日本が目指すべき社会像である「価値デザイン社会」の実現を目的とし、知的

財産戦略本部のもと、経営をデザインし、企業の価値創造メカニズムにおいて知

財が果たす役割を的確に評価するツールとして経営デザインシートが提案され

た。  本調査は、企業規模や産業分野ごとの経営デザインシートの在り方や、そ

の活用を促進するための基礎資料を作成することを目的としている  

 

「国内公開文献調査」は、ヒアリング調査および経営デザインシートの作成候

補の抽出、ならびに、テキスト作成時の参考情報の収集を目的に、企業の公開情

報を調査し、企業規模・産業分野別に分類・整理を行うものである。経営戦略や

イノベーション /R&D戦略の観点で特徴的な取り組みを実施し、知的財産権を積

極的に創造・保護・活用している企業等47社を調査対象として選定した。各社の

webページ、統合報告、知的資産経営報告書、プレスリリースなどを活用し、選

定企業の、ビジネスにおける知財活用、知財戦略の位置づけ、知財情報の社内・

社外への開示状況等を調査、分析し、10社のヒアリング候補企業を抽出した。  

 

「ヒアリング調査」、「経営デザインシート作成」は、調査対象企業のビジネス

における知財活用、知財情報の社内・社外への開示状況等のヒアリング調査を行

い、また、経営デザインシート作成に関するテキストの作成に向けた作成ノウハ

ウの収集、効果検証を目的とし、経営デザインシートの作成を行うものである。

経営デザインシートの作成は原則として、調査対象企業に作成頂き、必要に応じ

て委託先が作成を支援し、最終的に 10 社のシートを作成した。  
 

「経営デザインシート作成に関するテキストの作成」は、経営デザインシート

の活用を促進するための基礎資料作成を目的とし、経営デザインシートの作成の

参考となる「経営デザインシート作成テキスト」を作成するものである。ヒアリ

ング企業 10 社の経営デザインシート作成プロセス、アドバイザーからの助言か

ら、経営デザインシート作成に必要なポイントやノウハウを盛り込んだ内容とし

ている。  
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「調査報告会の実施」は、経営デザインシートの活用促進と、本調査で作成さ

れた経営デザインシート事例の周知、経営デザインシート作成に関するテキスト

案に対する意見収集を目的し、報告会を開催するものである。企業所属者 102 名

（61％）、金融機関や弁理士等の支援者 32 名（19％）、その他 33 名（20％）が参

加し、全体の 94 %が報告会を「参考になった」と評価し、高い満足度を得られ

た。また、全体の 78%が「今後経営デザインシートを活用しようと感じた」とい

う回答しており、すでに活用している来場者とあわせると 89%が経営デザイン

シートの活用意欲を示す結果を得られた。  

 

本調査を通じて、経営デザインシートが、企業規模や産業分野問わず、経営を

デザインし、企業の価値創造メカニズムにおいて知財が果たす役割を的確に評価

するツールとして、また、「経営デザイン」の必要性理解や意識付けを与えるツ

ールとして有効であることが確認された。また、経営デザインシートの活用促進

においては、経営デザインシートの事例、シート作成ポイントを盛り込んだ作成

テキストに加え、専門家による支援も有効であることが考察された。
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I. 調査概要 

 

平成 30 年度産業財産権制度問題調査研究「企業規模や産業分野ごとの知財活

用を記載した経営デザインシートの在り方とその活用の促進に関する調査研究」

の調査概要を記載する。  

 

１．背景 

 

政府の知的財産戦略本部「知的財産ビジョン (2018/６ )」では、今後我が国が目

指すべき社会像として「価値デザイン社会」が示された。  

価値デザイン社会に向けては、「知財」の果たす役割を評価しつつ、価値を生

み出す仕組みを把握し、将来に向けて構想する、すなわち「経営をデザインする」  

経営戦略の重要性が示されている。ここでは、知財を始めとする自社・他社の様々

な資源を俯瞰し、ビジネスモデルや提供価値を一体的に構想する活動の重要性が

示された。 (「知財のビジネス価値評価検討タスクフォース報告書等 )。  

「20 世紀型モデル」から「価値デザイン社会」へのシフト、および、企業の経

営戦略は以下 3 の位置づけがあると考えられる。  

 

・「20 世紀型モデル」としての、自前主義・垂直統合を軸としたリニアモデル

型の経営戦略（競争優位の戦略）  

・移行段階としての「資源ベース理論」。狭義のオープンイノベーションの実

行（特許の移転）による競争力の確保等の実現  

・変化する環境に対応して企業内外の資源の獲得と最適な統合を図ることに

より競争力を確保する「ダイナミック・ケイパビリティ戦略」 
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【図 1 企業の経営戦略】 

 

 

 

21 世紀型モデルにあたる「価値デザイン社会」を担う先進的な企業は、図表 1

が示すところの b～c の位置づけにあると考えられる。  

価値デザイン社会における経営戦略の実現、すなわち、有形・無形等を問わな

い自社の幅広い資産の価値を適切に捉え、それをデザイン(社内外より資源を獲

得・統合し、ビジネスモデルや顧客価値を構想)する活動に向けては、知的財産

戦略本部における報告書や、平成２９年度 特許庁産業財産権制度各国比較調査

研究等事業「諸外国における知財価値の評価に関する調査研究」 1 等において、

いくつかの課題が示されている。例えば、企業が「知財」単体の価値のみに着目

しており、ビジネスに組み込まれた価値を認識できていないこと、その結果とし

て、日本企業は「知財を経営資源として活用し尽くす」戦略が不足している等の

課題が挙げられる。 

  

                                                   
1https: //www.jpo.go.jp/resources/report/takoku/document/zaisanken_kouhyou/h29_06.pdf 
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２．目的 

 

上記背景にあげられる状況を受けて、知的財産戦略本部のもと、2017 年 11 月

～2018 年 4 月に知財のビジネス価値評価検討タスクフォースが開催され、知財

の価値評価の在り方について検討がなされた。タスクフォースが検討結果をまと

めた報告書 2において、経営をデザインし、企業の価値創造メカニズムにおいて

知財が果たす役割を的確に評価するツールとして、「経営デザインシート 3」が

提案された。なお経営デザインシートは①これまでの価値創造メカニズムを把握

し、②これからの価値創造メカニズム、③これからの価値創造メカニズムへ移行

するための戦略をデザインして記載するものである。経営デザインシートの作成

は、価値創造メカニズムの把握や知財のビジネス価値の評価ステップとして効果

があるだけでなく、企業戦略や事業戦略の策定補助、戦略の裏付け、思考の整理

に効果的である。さらに、作成した経営デザインシートは、社内の対話や社外と

の対話のツール活用することができる。 

また、企業規模や、産業分野に応じた適切な経営デザインシートの必要性が高

まっており、知的財産推進計画 2018 4においても、経営デザインシートの活用方

策について検討することが記載されている。 

前述の背景をふまえ、企業規模や産業分野ごとの経営デザインシートの在り方

や、その活用を促進するための基礎資料を作成することを目的とし、本調査研究

を実施した。 

  

                                                   
2https: //www.kantei.go. jp/jp/singi/ titeki2/ tyousakai/kensho_hyoka_kikaku/torimatome/houkokusho.pdf 
3全社シート :https://www.kantei.go. jp/jp/singi/ti teki2/keiei_design/siryou1.pdf 
事業シート :https://www.kantei.go. jp/jp/singi/ti teki2/keiei_design/siryou2.pdf 

 事業が一つの企業用シート : https:/ /www.kantei.go.jp/jp/singi/t iteki2/keiei_design/siryou3.pdf 
4https: //www.kantei.go. jp/jp/singi/ titeki2/ket tei/chizaikeikaku2018.pdf 
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３．本調査研究の実施内容 

 

本調査研究では、47 社を対象とした国内公開文献調査、10 社と対象としたヒ

アリング調査および経営デザインシートの作成、ならびに、経営デザインシート

作成に関するテキストの作成、調査報告会を実施した。 

なお、本調査全体のスケジュールは次のとおりである。 

 

【図 2 調査スケジュール】 

 

 

  

なお、本調査研究は、経営デザインシートおよび価値デザインの有識者に監修・

助言を受けながら実施を行った。 

 

・土生 哲也 5  氏 （土生特許事務所 弁理士） 

・大山 雅己 氏 （ジュピター・コンサルティング 代表取締役） 

・久禮 由敬 氏 （PwC あらた有限責任監査法人 パートナー） 

                                                   
5 知財のビジネス価値評価検討タスクフォースの委員  
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II. 国内公開文献調査 

  

１．実施概要・目的 

 

本調査は、ヒアリング調査および経営デザインシートの作成候補の抽出、なら

びに、テキスト作成時の参考情報の収集を目的に、我が国における知財を活用し

た事業構想を実施している企業について公開されている情報を調査し、企業規

模・産業分野別に分類・整理を行うものである。 

 

２．実施方法 

 

ビジネスにおける知財の活用状況、および、統合報告、知的資産経営報告書、

個社別の Web ページ等における知財の見える化の状況を把握するための調査項

目を設定した。 

調査ソースとしては、個社別の Web ページ、各企業等の統合報告、知的資産経

営報告書、プレスリリースなどを活用した。 
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【図 3 国内公開文献調査項目】 

 

 

# 調査項目
Lv1 Lv2 Lv3 Lv4 Lv5

1 企業概要 企業名
2 業種
3 事業概要
4 従業員数
5 資本金
6 一部上場
7 IR情報の状況
8 統合報告の有無
9 中期経営計画の開示有無

10 特許庁の事例集での過去掲載有無
11 候補企業等の選定のため

の調査
経営戦略の観点 ①投資家、利害関係者に対して積極的に情報開示

12 ②経営幹部において関連するポジションを有している企業
13 イノベーション/R&D戦略

の観点で特徴的な取り組
みを実施

①オープンイノベーションを2つ以上の方法論にて実施している

14 ②その他特質すべき取り組みを有する企業
15 知的財産権を積極的に創造・保護・活用
16 選定された候補企業等に

関する調査
①と②共通 企業の基本情報 「これから」の経営方針 経営戦略の方向性、基

本行動指針、全社・事
業目標など

17 事業イメージ(「これま
で」と、「これから」)

誰(≒顧客)に、どのよ
うな製品・サービス
で、どのような価値を
与えているか (特に、
顧客セグメント、事業
活動、提供価値の３
つ)

18 ①ビジネスにおける知財
活用に関する調査

知財戦略の位置づけ 知財戦略の概要 策定有無、及び、時期

19 戦略の明文化の状況
20 明文化された戦略の内

外に対する表明状況
21 知財活用と、関連する経

営戦略
どういった戦略と紐づ
いて、知財活用を行っ
ているか

22 知財活用の状況 知財の活用場面 事業活動の詳細
23 全社・事業レベルの資

源(人的資源、物的資
源、知財、資金など)
の整理

24 「これまで」と「これ
から」の価値創造メカ
ニズム

25 知財の活用場面(知財
が、収益構造にどのよ
うに組み込まれている
かなど)

26 知財活用により得られる
メリット

事業価値に対する貢献
(事業上求められてい
る目的)

27 企業価値に対する貢献
(経営上求められてい
る目的)

28 その他の貢献(社員へ
の報酬、株主説明)
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29 選定された候補企業等に
関する調査

②知財の「見える化」に
関する調査

知財情報の社内・社外へ
の開示状況

知財情報の社外への開示
状況

開示目的

30 開示媒体・形態(義務
or 任意)

31 開示対象・内容(今後
の開示対象含む)

32 開示情報の利用者(投
資家・金融機関、取引
先、知財流通関係者な
ど)

33 開示・非開示の理由
(特に、外的要因)

34 開示効果
35 開示情報の利用者にお

けるニーズ・要望
36 知財情報の社内への開示

状況
開示媒体・形態

37 開示対象・内容(今後
の開示対象含む)

38 開示・非開示の理由
(特に、内的要因)

39 開示効果
40 開示情報の利用者にお

けるニーズ・要望(従
業員など)
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３．実施結果 

  

調査された結果に基づき、企業規模・産業分野別に分類・整理を行った。 

経営デザインシートの作成による効果の網羅性の向上を図るため、「企業規模」

と「価値デザインの重要性理解の深度」の二軸で分類を行った。 

 

【図 4 国内文献調査結果による企業分類と分類社数-1】 

企業分類 特徴 分類社数 

企業群Ⅰ  一般的に大企業に分類され、 IR 資料・中期経営計画の

他、統合報告書を作成している企業  

3 社  

企業群Ⅱ  企業群Ⅰと同じく一般的に大企業に分類され、IR 資料・

中期経営計画を作成しているが、統合報告書を作成し

ていない企業  

16 社  

企業群Ⅲ  一般的に大企業に分類されず、 IR 資料等未作成だが、

価値デザインに基づく事業活動を行っていると考えら

れる企業  

7 社  

企業群Ⅳ  一般に中小企業に分類され、統合報告書・ IR 資料を未

作成であり、価値デザインが不十分な可能性がある企

業  

21 社  
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【図 5 国内文献調査結果による企業分類と分類社数－2】 

 

 

 

企業規模、価値デザインの重要性理解により、経営デザインシートの活用効果

は、異なると考えられるため、本調査の中で、経営デザインシートの活用効果を

網羅することができるよう、ヒアリング対象企業を選定することとした。 

経営デザインシートの活用効果は、作成する効果、社内に示す効果、社外に示

す効果の 3 つに整理し、企業分類ごとに想定される活用効果を仮説づけた。 
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【図 6 経営デザインシートの活用効果】 

ステップ 想定される効果 

効果 1：  

作成する効果  

・経営課題の気づき・整理、新事業の構想 

・外部環境把握、全社レベルでの価値創造メカニズムの 

デザイン・見直し 

・各事業のビジネスモデルのデザイン・見直し  

・資源分配（投資回収）の最適化の計画策定 

・知財戦略の策定、知財投資の最適化の計画策定 

・M&A 時の事業価値等の評価適正化 

効果 2：  

社内に示す効果  

・社内調整の円滑化 

・従業員のモラール向上 

・社内イノベーションの促進 

効果 3：  

社外に示す効果  

・他社との連携促進 

・事業継承 

・オープンイノベーションの円滑化 

・金融市場とのコミュニケーションによる評価適正化 

・価値評価の結果の収れん 

 

【図 7 企業分類と想定される経営デザインシートの活用効果の仮説】 
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また、ヒアリング対象企業を 10 社に絞り込むため、知財のビジネス価値評価

検討タスクフォース第八回にて、「経営デザインシートの価値」として議論され

ていた内容をふまえ、経営デザインシート作成対象企業の選定の視点として「経

営デザインシートの価値を活かすことのできる企業イメージ」を追加することと

した。  

地方銀行が企業を評価する際に経営デザインシートが活用できるという点か

らは「地方銀行を主な取引先とする企業」というイメージを、社長から若手まで

巻き込み経営デザインシートを作成するプロセスによる効果という点からは「経

営者と社員が互いに顔の見える規模の企業」というイメージを、事業承継の際に

経営デザインシートが有効という点からは「新たな経営者への代替わりに直面し

ている企業」というイメージを、抽出した。 

 

【図 8 経営デザインシートの価値を活かすことのできる企業イメージ】 

 

 
 

以上、「企業分類と想定される経営デザインシートの効果」および、「経営デザ

インシートの価値を活かすことのできる企業イメージ」の 2 つの観点による選定

の結果、ヒアリング対象企業として、企業群Ⅱからジンズ（1 社）、企業群Ⅲから

ウフル、A 社（2 社）、企業群Ⅳからコプロス、宝養生資材、システムツー・ワ

ン、宮本工業所、川合運輸、グーン、B 社（7 社）を選定した。  
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【図 9 ヒアリング対象企業絞り込みの視点】 

 

 

 

 

【図 10 ヒアリング対象企業絞り込みの実施結果】 
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III. ヒアリング調査、経営デザインシートの作成 

 

１．実施概要・目的 

 

 本調査は、調調査対象企業のビジネスにおける知財活用、知財情報の社内・社

外への開示状況等のヒアリング調査を行い、また、経営デザインシート作成に関

するテキストの作成に向けた作成ノウハウの収集、効果検証を目的とし、経営デ

ザインシートの作成を行うものである。 

 

２．実施方法 

 

（１）ヒアリング 

  

経営デザインシートの作成と併せて、企業の基本情報のほか、ビジネスにおけ

る知財活用、知財戦略の位置づけ、知財情報の社内・社外への開示状況等の情報

をヒアリングから収集した。また、経営デザインシートの作成後に、活用効果を

ヒアリングした。 

 

【図 11 ヒアリング項目】 

 

・企業の基本情報 

調査事項 想定される論点 

「これから」

の経営方針 

・経営戦略の方向性、基本行動指針、全社・事業目標な

ど 

事業イメージ

「これまで」

と、「これか

ら」 

・誰(≒顧客)に、どのような製品・サービスで、どのよ

うな価値を与えているか(特に、顧客セグメント、事

業活動、提供価値の 3 つ) 
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・知財戦略の位置づけ 

調査事項 想定される論点 

知財戦略の 

概要 

・策定有無、策定時期 

・戦略の明文化の状況 

・明文化された戦略の内外に対する表明状況 

 

知財活用と関

連する経営戦

略 

・どのような戦略と紐づいて、知財活用を行っているか 

・事業戦略、研究開発戦略、プロダクトデザイン戦略、

ブランド戦略、IR 戦略 

 

・知財活用の状況 

調査事項 想定される論点 

知財の活用 

場面 

・事業活動の詳細 

・全社・事業レベルの資源(人的資源、物的資源、知財、

資金など)の整理 

・「これまで」と「これから」の価値創造メカニズム 

知財活用に 

より得られる

メリット 

・事業価値に対する貢献(事業上求められている目的) 

・競合優位性(参入障壁)の確保、売上・利益の拡大、個

別事業ブランドの維持・拡大など 

・企業ブランドの向上、新事業創出、新たな企業間アラ

イアンスの形成、市場の形成、データの獲得など 

 

・知財情報の社内・社外への開示状況・開示効果 

調査事項 想定される論点 

社外への開示

効果 

・ビジネスの創出 

・ビジネスモデルの実現・維持・発展 

・直接的収益の確保 

・外部のステークホルダーからの評価・信頼を獲得向上 

・開示情報の利用者のニーズ・要望の取得 

社内への開示

効果 

・ビジネスの創出 

・ビジネスモデルの実現・維持・発展 

・直接的収益の確保 

・社員のモチベーション向上 

・開示情報の利用者のニーズ・要望の取得 
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（２）経営デザインシートの作成 

 

経営デザインシートの作成は原則として、調査対象企業に作成頂くが、必要に

応じて当社が支援者として作成を支援した。なお、経営デザインシート作成過程

で確認された作成ノウハウや、作成上の工夫の抽出を行い、経営デザインシート

作成に関するテキストに反映させた。 

 

【図 12 経営デザインシート作成プロセスのイメージ】 
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（３）ヒアリング対象企業 

 

 国内公開文献調査の結果、選定された企業 10 社を対象にヒアリングを行う。 

 

【図 13 ヒアリング対象企業 10 社】 
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３．実施結果 

 

（１）調査結果（全社共通） 

 

本調査により、いずれの企業規模、産業分野においても、経営デザインシート

の活用効果として「効果１：作成する効果」が検証された。具体的には、「自社

の強みの明確化」、「将来のビジョン（目指す姿・価値）の明確化」、「これからへ

の移行に向けての具体的アクションの明確化」である。特に、「自社の強みの明

確化」については、シート作成を通じ、知財として認識されていなかった無形資

産が、自社の価値を生み出すしくみの重要な要素であることの気づきを得られる

効果が多く確認された。 

 

【図 14 ヒアリング対象企業 10 社の結果】 
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（２）調査結果各企業 

 

（ｉ）株式会社ジンズ 
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（ⅱ）株式会社ウフル 
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（ⅲ）バイオ系 A 社 
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（ⅳ）株式会社コプロス 
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（ⅴ）宝養生資材株式会社 
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（ⅵ）川合運輸株式会社 
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（ⅶ）株式会社システムツー・ワン 
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（ⅷ）株式会社グーン 
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（ⅸ）製造・卸業系 B 社 
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（ⅹ）株式会社宮本工業所 
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IV. 経営デザインシート作成に関するテキストの作成 

 

１．実施概要・目的 

 

本作業は、経営デザインシートの活用を促進するための基礎資料を作成するこ

とを目的とし、経営デザインシートの作成の参考となる「経営デザインシート作

成テキスト」（以降、「作成テキスト」として記載）を作成するものである。作成

テキストは入門編と応用編の二編で構成される。 

 

２．実施方法 

 

入門編は、経営デザインシートの考え方とメリットを知り、作業イメージを把

握していただくためテキストとして作成した。経営デザインシートの作成におい

ては、「価値生み出すしくみ」の理解と「どのように記載するか」の理解が、要

となることが分かったため、「価値を生み出すしくみ」に焦点を当てたストーリ

ーラインとするとともに、経営デザインシートの大枠を一旦作成してみる作業へ

導入する書きぶりとしている。 

応用編は、多くの企業が、より効果的な経営デザインシートを作成できるよう、

入門編で作成した経営デザインシートをブラッシュアップするためのテキスト

として作成した。ヒアリング企業 10 社の経営デザインシート作成プロセス、本

調査のアドバイザーから得た助言から、経営デザインシート作成に必要なポイン

トやノウハウを記載している。 

 

【図 15 経営デザインシートに関するテキストの構成と位置づけ】 

 

・  
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３．実施結果 

 

（１）入門編 

 

 入門編の構成を以下に記載する。（本文は別途納品する「経営デザインシート

作成テキスト 入門編」参照） 

 

【図 16 テキスト入門編 主要構成】 

 

・Introduction「なぜ、経営デザインシートが必要なのか？」 

タイトル ポイント 

大切なのは 

「価値を生み出す

しくみ」を描くこと 

• 多様化する顧客のニーズやウォンツに対応するた

めには、「経営をデザインする」ことが重要  

「価値を生み出す

しくみ」とは 

• 「価値を生み出すしくみ (価値創造メカニズム )」と

は、必要な資源を調達し、それらを組み合わせ、顧

客の求める価値へと変換させ、提供するしくみの

こと  

「価値を生み出す

しくみ」を描くツー

ル(経営デザインシ

ートとは？) 

• 経営デザインシートは、社会、市場へ伝えたい自社

/事業の想い・イメージを明確化し「これまで」の

価値を生み出すしくみを把握し、「これから」の価

値を生み出すしくみを構想し、今から何をすべき

かを策定するための思考補助・デザインツール  

「価値を生み出す

しくみ」の描き方 

• どんな方法でも構わないので、「価値を生み出すし

くみ」を描いてみましょう  

「価値を生み出す

しくみ」を描くこと

で享受できるメリ

ット 

• 「経営デザインシート」を活用することで、様々な

メリットを享受することが可能  

「価値を生み出す

しくみ」を描く際の

注意事項 

• 記載に迷ったとき、新たな気づきを得たいときの

ポイント  
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・Work「価値を描く体験をしてみる」 

タイトル ポイント 

これまでの価値を

生み出すしくみ 

 

• 資源：どんな手札 (ヒト・モノ・カネ・知財・外部 )

を持っているか？  

• ビジネスモデル：資源をどのように価値へ変換し

てきたか？  

• 価値：どんな顧客の、どんなニーズやウォンツに対

応してきたか？社会、経済にどんな結果やインパ

クトをもたらしてきたか？  

これからの価値を

生み出すしくみ 

 

• 社会の変化：20XX 年、自社の周りにどんな変化が

ありそうか？  

• 顧客の変化：20XX 年、お客様にどんな変化があり

そうか？  

• 価値：20XX 年、自社は、誰に、どんな価値を提案

するか？社会にどんな貢献をしたいのか？  

• ビジネスモデル：どのように価値を提供するか？  

• 資源：これから必要となる手札 (ヒト・モノ・カネ・

知財・外部 )は何か？  
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（２）応用編  

 

応用編の構成を以下に記載する。（本文は別途納品する「経営デザインシート

作成テキスト 応用編」参照） 

 

【図 17 テキスト応用 主要構成】 

 

・第 1 章 自社らしさを再確認する 

タイトル ポイント 

自社の目的・特徴 

 

• 自社らしさをふりかえり、社会、市場へ伝えたいイ

メージを再考してみる  

• 同じ事業をしている他社とも異なる、自社ならで

はのこだわりや想いを書き出す  

経営方針 • 「これからの価値を生み出すしくみ」を自社の目

的と乖離せず、実現性をもち、具体的なアクション

プランにも落とし込むことができるよう、経営方

針を再認識する  
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・第 2 章 これまでをとらえなおす 

タイトル ポイント 

資源 

 

• どんな手札 (ヒト・モノ・カネ・知財）を持ってい

るか  

• 事業に必要不可欠な、資源はなにか  

• 他社との差異化の要因となっている自社ならでは

の資源や知財はなにか  

ビジネスモデル 

 

• 資源をどのように価値へ変換してきたか  

• どのように工夫し事業を成長させてきたか  

• 事業における勝ちパターンはどんなものか  

価値 

 

• どんな顧客が自社製品・サービスを必要としてい

るか  

• 自社製品・サービスを通じて、顧客は、どんな困り

ごとを解決し、実現したいことをかなえているか  

• なぜ他社ではなく、自社製品・サービスが選ばれて

いるのか  

外部環境 

 

• 自社／事業をとりまく外部環境（世の中の流れ）を

まずは書き出す  

• 書き出した外部環境が自社／事業にとってチャン

スか、リスクかを選別する  

全社課題 

事業課題 

• 自社／事業における目的、経営方針の実現や持続

的成長の障壁となっているポイントはどこか  

• 理想の姿と現在のギャップをうめるには、何をす

ればよいか  
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・第 3 章 これからを描く 

タイトル ポイント 

価値 

 

• 20XX 年、自社のまわりで、どんな変化がありそう

か  

• 20XX 年の環境変化により、顧客にどんな変化があ

りそうか  

• 20XX 年の顧客の変化に対して、自社は、どんな相

手に、どんな解決策（価値）を提案したいか？  

• 社会や顧客に対し、どんな結果やインパクトをも

たらしたいか 

ビジネスモデル 

 

• どのように価値を提供するか（資源を価値に変換

するか） 

• 資源の組み合わせ方においてどのような工夫が必

要か、どんなパートナー、顧客へのアクセス方法が

必要か 

資源 

 

• これからのビジネスモデルにおいて必要になる手

札（ヒト・モノ・カネ・知財）は何か 

• 他社との差異化の要因となる資源や知財は何か 
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・第 4 章 今から何をすべきかを考える 

タイトル ポイント 

外部環境 

 

• 自社／事業をとりまく外部環境（世の中の流れ）は

何か 

移行のための課題 • 「これからの価値を生み出すしくみ」の実現にお

いて、障壁となるポイントはどこか 

• その障壁をなくすためには、何があればよいか 

必要な資源 • 「これからの資源」で新たに書き出されたもの、そ

れら資源を得るために一時的に必要になる資源を

書き出す 

• 書き出す際に、量的不足か質的不足かを考える 

解決策 • 「これまでの価値を生み出すしくみ」と「これから

の価値を生み出すしくみ」のギャップをうめるた

めに、必要な活動は何か 

• 「移行のための課題」 の解決、「必要な資源の獲

得」のために、必要な活動は何か 
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V. 調査報告会の開催 

 

１．実施概要・目的 

 

経営デザインシートの活用促進と、本調査で作成された経営デザインシート事

例周知、経営デザインシート作成に関するテキスト案に対する意見収集を目的と

し、報告会を実施した。 

 

２．実施方法 

 

（１）調査報告会開催 

  

 経営デザイン、および、価値デザインへの理解の浸透促進と、経営デザインシ

ート作成のメリット、効果的な作成方法を発信することをテーマとし、報告会の

プログラムを構成した。 

 なお、集客に向けては、報告会専用 Web サイトを用意し、企業へのメール配

信、リーフレット配布のほか、内閣府知的財産戦略事務局や登壇者の Web サイ

トや SNS を通じ、告知を行った。  
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 【図 18 調査報告会開催概要】 

 

イベント名 「経営デザインシート」活用セミナー ～これからの経営・

価値を生み出すしくみのデザイン～ 

開催日・場所 2019 年 2 月 28 日（木） 三田共用会議所  

対象者 価値デザインに根差した経営を実現させたい企業の経営者・

社員および、その支援に従事するコンサルタティング業務提

供者、金融・投資機関従事者など 

実施コンテンツ 【基調講演】 

・価値をデザインする～そのツールとしての「経営デザイ

ンシート」の可能性～（弁護士法人内田・鮫島法務事

務所 パートナー 鮫島正洋氏） 

・特許庁のデザイン経営の取組み（特許庁 CDO 特許技監 

嶋野邦彦氏） 

【事例紹介】 

・ケース 1：新規事業を着想するツールとしての活用

（株式会社ジンズ）  
・ケース 2：自社の強みを再定義するツールとしての活

用 （株式会社ウフル）  
・ケース 3：事業承継の対話ツールとしての活用（株式

会社コプロス） 

【講演・ワーク】 

・経営デザインシートの中核をなすビジネスモデルを図

解で考える（株式会社そろそろ 近藤哲朗氏） 

・経営デザインシート作成ガイドを用いたワーク（PwC

コンサルティング合同会社） 

【パネルディスカッション】 

経営デザインシート活用の広がり 

・株式会社きらぼし銀行 常務執行役員 強瀬理一氏 

・株式会社日本ベル投資研究所 代表取締役 主席アナリ

スト 鈴木行生氏 

・合同会社ゆわく 代表社員 大山雅己氏 

・ヒロタデザインスタジオ 代表 廣田尚子氏 
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（２）アンケート調査 

 

作成テキスト案に対する意見や改善要望の収集のほか、本調査報告会への満足

度、経営デザインシートの活用意欲、経営デザインシート活用効果への期待感、

今後の活用促進のために必要なものを把握することを目的とし、アンケート調査

を実施した。 

アンケート項目は次の頁に掲載するとおりである。 
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【図 19 調査報告会アンケート項目】 
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３． 実施結果 

 

（１）来場者人数 

  

 来場者としては、企業所属者 102 名（61％）、金融機関や弁理士等の支援者 32

名（19％）、その他 33 名（20％）が参加した。  

 

【図 20 調査報告会来場者人数内訳】 

 

大分類 中分類 登録者数 来場者数 

企業 

• 大企業 67 53 

• スタートアップ 11 6 

• 中小企業 61 43 

支援者 

• 支援者（金融機関） 6 4 

• 支援者（弁理士） 5 3 

• 支援者（その他） 36 25 

その他 
• その他 10 9 

• 省庁、公共機関 24 24 
 合計 220 167 
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（２）報告会アンケート結果 

 

（ⅰ）アンケート回答者数 

 

 アンケート回答者数は 99 名。来場者の割合と同じく、回答者の大半が企業所

属者である。なお、企業所属者のうち、経営層・経営企画、知財部、事業部門の

割合はほぼ同じ（それぞれ 3 割程度）であった。 

 

【図 21 （質問 1・質問 2）回答者の属性に関する結果】
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（ⅱ）経営デザインシートの活用に関する結果 

 

調査報告会への満足度は高く、全体の 94 %が「参考になった」と回答した（質

問 4）。なお、コンテンツ（プログラム）に対する満足度については、事例、パネ

ルディスカッションが比較的満足度が高い結果となった（質問 3）。また、全体

の 78%が「今後経営デザインシートを活用しようと感じた」という回答しており、

すでに活用している来場者とあわせると 89%が経営デザインシートの活用意欲

を示す結果を得られた。  

 

【図 22 （質問 4）セミナー全体に対する満足度に関する結果】 

 

 

 

【図 23 （質問 3）各プログラムに対する満足度に関する結果】 
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【図 24 （質問 5）今後のシート活用意欲に関する結果】 
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 経営デザインシートの活用効果として期待できるものとして、「経営課題の気

づき」、「事業のビジネスモデルのデザイン・見直し」が 60 票程度得票しており、

アンケート回答者の約 60％が、経営デザインシートに対し、これら効果への期

待感を示したことがわかる。なお、所属者別にみると、企業所属者からは、「事

業のビジネスモデルのデザイン・見直し」への期待に次いで、「新事業の構想」

への期待が 2 番目に多く票を寄せられた。一方で、支援者からは、「経営課題の

気づき」、「事業のビジネスモデルのデザイン・見直し」、「新事業の構想」のほか

「社内外との対話」も大差なく票を寄せられた。た。 

 

【図 25 （質問 6）経営デザインシートの活用効果として期待できるものに関

する結果（総得票数）】 

 

 

 

【図 26 （質問 6）経営デザインシートの活用効果として期待できるものに関

する結果（属性別）】 
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（ⅲ）経営デザインシートの活用促進に必要なもの 

 

経営デザインシートの活用促進に必要なものとして、企業、支援者のいずれか

らも、「より多くの他企業による作成・活用事例」が最も要望されていることが

わかった。次いで、企業からは「専門家によるアドバイス」が求められ、支援者

からは「ワークショップ」が求められていることがわかった。 

 

【図 27 （質問 7）経営デザインシートの活用促進に必要なものに関する結果

（総得票数）】 

 

 

 

【図 28 （質問 7）経営デザインシートの活用促進に必要なものに関する結果

（属性別）】 
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（ⅳ）経営デザインシートの作成に関するテキストに対する意見 

 

 経営デザインシートの作成に関するテキストに対する意見として、シンプルな

デザインへの改良や、データ入力が可能なシート、用語の定義の明確化に対する

要望のほか、考え方の誘導方法に対する具体的な意見を得ることができた。 

 

【図 29 （質問 8）経営デザインシートの作成に関するテキストへの意見・要

望に関する結果】 
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（ⅴ）経営デザインシートに対する意見、要望 

 

シートそのものへの意見・要望として、報告会で内閣府知的財産戦略推進事務

局がアナウンスした「シートのデザイン変更」への期待が寄せられている。また、

質問 6「経営デザインシートの活用促進に必要なもの」でも多く得票があった「活

用事例・作成プロセス」の追加要望や、「専門家による支援」にあたる「ファシ

リテーターの育成・派遣」が改めて自由回答欄に記載された。 

 

【図 30 （質問 9）経営デザインシートに対する意見、要望に関する結果】 
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Ⅵ． まとめ 

 

１． 様々な効果をもたらす経営デザインシートの在り方 

 

経営デザインシートの作成結果から、企業規模や産業分野問わず、いずれの企

業においても「シートを作成する効果」が享受されることがわかった。特に「知

財として認識されていなかった無形資産が、自社の価値を生み出すしくみの重要

な要素であることの気づきを得られる効果」や、「企業のビジョン（経営をデザ

インするうえでの指針基盤）の明確化の効果」、「これからへの移行に向けての具

体的アクションの明確化」が多く確認された。 

また、調査報告会への来場者が、経営デザインシートの目的や活用事例を聴講

したうえで、経営・事業の見直し、新規事業創造、すなわち「経営をデザインす

るツール」として経営デザインシートに対して期待感と、活用意欲を多く示した。 

以上のことから、経営デザインシートが、企業規模や産業分野問わず、経営を

デザインし、企業の価値創造メカニズムにおいて知財が果たす役割を的確に評価

するツールとして、また、「経営デザイン」の必要性理解や意識付けを与えるツ

ールとして有効であると考える 。 

 

２． 今後の経営デザインシートの活用促進 

 

本調査で、経営デザインシートの活用促進のための基礎として、経営デザイン

シートの事例作成、調査報告会による経営デザインシート（シートそのもの、事

例、作成方法含め）の周知、そしてシート作成ポイントを盛り込んだ作成テキス

トを作成した。上記のほか、調査報告会のアンケートにおいて「今後の活用促進

に期待されるもの」として「専門家の支援」への期待が高かったこと、そして、

経営デザインシート作成企業の作成効果のヒアリングにおいて「支援者との対話

により得られた効果」が多く述べられたことから、作成のポイントを把握し、シ

ート作成者の対話の相手となり、質問方法を変え、作成者のアイデアを引き出す

「壁打ち役」、ときに他業界含めた多様な事例などにより視野を広げ価値の飛躍

を促す「外部者の視点」、すなわち専門家による支援も、活用促進において有効

なのではないかと考える。
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経営デザインシート（事業用）―株式会社ジンズ -1 
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経営デザインシート（事業用）―株式会社ジンズ -2 
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経営デザインシート（全社用）―株式会社ウフル  
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経営デザインシート（全社用）―株式会社コプロス  
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経営デザインシート（全社用）―宝養生資材株式会社  
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経営デザインシート（全社用）―川合運輸株式会社  
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経営デザインシート（全社用）―株式会社システムツ―・ワン  
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経営デザインシート（全社用）―株式会社グーン  
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経営デザインシート（事業用）―株式会社宮本工業所  

 

 
 ································································································  
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